
Rudolph the Red-Nosed Reindeer

次年度の「児童英語教育実習（船橋）」に関する説

明会を実施致します。当日は履修に関する留意事

項や現在実際に実習に参加している先輩学生の体

験談、そして相談も可能ですので、少しでも興味の

ある方は、必ず参加してください。

【 対 象 】 現1～3年生

【参加方法】 zoom
指定時間までにアクセスしてください。
詳細は後日下記にて掲載予定
「Campus web」 → 「お知らせ」

【 内 容 】

① 実習内容（他実習との違い等）

② 次年度履修留意事項

③ 先輩学生体験談・質疑応答 等

【注意事項】

良質な環境維持のため、ミュートの状態で参加して

ください。
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seasonal tips

クリスマスシーズンになると、「赤鼻のトナカイ」の歌をよく耳にし

ますね。それでは、みなさんは「真っ赤なお鼻のトナカイさん」の名前

を知っていますか？正解は Rudolph。この歌にはもとになっている

お話があります。
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中
間
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導
が
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ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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わ
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。
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。
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行
わ
れ
ま
す
。
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す
。
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業
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す
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こ
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で
、
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認
知
的
発
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に
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役
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付
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と
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習
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せ
ま
す
。
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語
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橋
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の
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子

月 日 昼12：20～

先輩実習生による
体験談予定！

今年度実習生の様子
於 船橋市内公立小学校

Rudolph the Red-Nosed Reindeer—A First Edition Reading
[URL] https://www.youtube.com/watch?v=PppjlgMv8tA

大きな赤く輝く鼻を持つルドルフという1頭のト

ナカイがいました。小さく茶色い鼻を持つ他のト

ナカイたちとは違う見た目のせいで、ルドルフは

どの遊びにも仲間に入れてもらえず、みんなにか

らかわれてばかり。

クリスマスイブ。その日は厚い霧が空を覆い、

視界が遮られ、サンタさんはいつも通りに子ども

たちにプレゼントを届けることができません。そ

こで、サンタさんは、その明るいお鼻で夜空を照

らし、導いてくれるようルドルフに頼みました。

ルドルフが加わってからは、それまでの苦労が

嘘のよう。暗い夜空を飛ぶことも、どの子にどの

プレゼントを渡すか見分けることも、ルドルフの

お鼻が照らす明かりのおかげでスムーズに進み

ました。

全ての子どもたちにプレゼントを配り終えたの

は、ちょうど朝日が顔を出した頃。サンタさんのソ

リを1番先頭で引き、自分の町に戻ってきたルド

ルフにサンタさんは、「君がいなければ、道に迷っ

てしまっていただろう。」と感謝を伝えると、それ

までルドルフをからかっていたトナカイたちもこ

れまでの行いを反省し、ルドルフの活躍を称えス

ピーチを求めます。けれど、ルドルフはすでに眠く

て疲れてクタクタ。そんな中、ルドルフがみんな

に言った一言とは…

Rudolph the Red-Nosed Reindeer
Had a very shiny nose
And if you ever saw it
You would even say it glows

All of the other reindeer
Used to laugh and call him names
They never let poor Rudolph
Join in any reindeer games

Then one foggy Christmas Eve
Santa came to say
“Rudolph, with your nose so bright
Won’t you guide my sleigh 
tonight?”

Then how the reindeer loved him
As they shouted out with glee
“Rudolph the Red-Nosed Reindeer
You’ll go down in history.”

“Merry Christmas to all, 
and to all a good night.”

歌詞：♪Rudolph the Red-Nosed Reindeer より一部抜粋

Written by Robert, L. May

by Gene Autry



For more information12月 CTEC開室予定
（2020年11月30日時点）

[TEL] 043-273-1579
[E-mail] ctec@ml.kuis.ac.jp
[URL]https://www.kandagaigo.ac.

jp/kuis/main/labo/ctec/

雪片 ： snowflake 編集：佐々木

【当面のCTEC利用に関して】
令和2年度は下記の通り、変更致します。

① 来室、図書・物品の貸出原則中止

② 履修相談希望者
→右記メール宛てにお問い合わせください。

CTECニュースレターへお目通し頂き、ありがとうございました。どうぞ良いお年をお迎えください。

We wish you a merry Christmas and  a happy new year! See you in 2021! 

新学習指導要領紹介 #5
【外国語科 ～英語～ 内容】

今年度より小学校中学年（3・4年生）より「外国語活動」が開始、高学年（5・6年生）は「外国語」が教科として導入されました。

文部科学省より公表されている「学習指導要領」の内容の一部を数回にわけて、ご紹介いたします。第5回となる今回は、高

学年「『外国語科（英語）』の内容」です。「外国語科（英語）」では、「（1） 英語の特徴やきまりに関する事項」、「（2） 情報を整

理しながら考えなどを形成し、英語で表現したり、伝え合ったりすることに関する事項」、 「（3）言語活動及び言語の働きに関

する事項」の、3つの内容を扱うこととしています。今回は、そのうち（1）を以下に記します。

小学校高学年（5・6年生）の「『外国語科（英語）』の内容」

知識及び技能 （1） 英語の特徴やきまりに関する事項

＊1：外国語科の目標。5つの領域：「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと[やりとり]」、「話すこと[発表]」、「書くこと」。

次号では、「外国語科（英語） 内容（2）」に関してご紹介します。

参照：文部科学省（平成29年度3月）「小学校学習指導要領（平成29年告示）」https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index.htm

実際に英語を用いた言語活動を通して、次に示す言語材料のうち、1＊に示す5つの領域別の目標を達成するのにふさ
わしいものについて理解するとともに、言語材料と言語活動とを効果的に関連付け、実際のコミュニケーションにおい
て活用できる技能を身に付けることができるよう指導する。

ア

音
声

(ア) 現代の標準的な発音

エ

文
及
び
文
構
造

(ア)

文

A 単文

(イ) 語と語の連結による音の変化 B 肯定、否定の平叙文

(ウ) 語や句、文における基本的な強勢 C 肯定、否定の命令文

(エ) 文における基本的なイントネーション

D

疑問文のうち、be動詞で始まるものや助
動詞（can, do など）で始まるもの、疑問視
（who, what, when, where, why, how）

で始まるもの

(オ) 文における基本的な区切り

イ

文
字
及
び
符
号

(ア) 活字体の大文字、小文字

E
代名詞のうち、I, you, he, she などの基

本的なもの

(イ)
終止符や疑問符、コンマなどの基本的
な符号 F

動名詞や過去形のうち、活用頻度の高い
基本的なものを含むもの

ウ

語
、
連
語
及
び
慣
用
表
現

(ア)

1＊に示す5つの領域別の目標を達成
するために必要となる、第3学年及び第
4学年において第4章外国語活動を履
修する際に取り扱った語を含む600～
700程度の語

(イ)

文
構
造

A [ 主語 + 動詞 ]

B
[ 主語 + 動詞 + 補語 ]のうち、
主語 + be動詞 + 名詞/代名詞/形容詞(イ)

連語のうち、get up, look at などの活

用頻度の高い基本的なもの

(ウ)

慣用表現のうち、excuse me, I see,
thank you, you’re welcome などの活

用頻度の高い基本的なもの
c

[ 主語 + 動詞 + 目的語 ]のうち、
主語 + be動詞 + 名詞/代名詞
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